
 光輝化成株式会社 



高精度歯車製品 
 

「精度に自信あり。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



見えないけれど 入っています！ 



その他精密部品 
 水素燃料電池セパレーター・シャッター羽根 



 工場内部 



 

製造部 
 

IoT最新設備導入による省エネ・省力化 



品質管理部 「精度にこだわりあり」 
 

歯形・歯筋・真円・同軸・かみ合い・三次元・      
最新式画像測定機等を活用、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各種データを蓄積し、 
                 トレーサビリティを可能に！                        



                 検査部 
  
              目視検査工程 
 

 
  

 
 



二次加工用自動機 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神奈川県優良工場として表彰 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ISO9001  認証           エコステージ認証 
 
                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                          

 



外国人材活用の現場 ～光輝化成㈱の場合～ 

  1. 外国人材雇用のきっかけ 
 
 2. 外国人材活用の現状 
 
 3. 外国人材活用の課題 
 
 4. 社内の変化 
 
 5. 外国人材活用のこれから  
 



 
1. 外国人材雇用のきっかけ 

 
海外進出 

                 ④ 現地工場立ち上げ 
 
                   ③ 現場責任者の育成 
 ブリッジ人材 
(国内採用・育成） 
                   ② 技術者の採用・教育 
 
                   ① 労働者の採用・教育 
  
★2016年  2月 留学生インターン受入開始(1週間）     
  
       10月 経産省「国際化促進インターンシップ」受入(3か月） 
 
★2017年  8月 日本人学生インターン受入開始(1週間） 
 
★2017年  6月「国際化促進インターン」招へい採用 



2. 外国人材活用の現状 

・ベトナム出身 
 
・国家大学理系学部卒業 
 
・プラスチック材料専攻 
 
・日本語能力N2 ➡ N1 
 
 ▽ジェトロ 高度外国人材活用資料集 https://www.jetro.go.jp/theme/hr/data.html  に掲載  

1.所属：品質管理部 

 
2.業務内容： 
 
①製品の測定 

 (各種測定機器を活用） 
 
②測定機のプログラミング 

 
③測定データの検証 

 
④品質管理工程の改善 



     参考）インターンシップ日誌   ➡  業務日誌        
        （2016年10月）           （2018年5月）         
                    



3.外国人材活用の課題 

◎ 専門性をもつ人材の高度人材の採用 

◎ インターンシップで互いに見極めができた上での採用 

◎ 社内の変化（後述）  

× 受け入れ部署の負担増 
    ・直属部署、その他部署での指導 
    ・ビザ申請、更新 
    ・生活全般の援助 
    （住宅、通勤、銀行、買い物、病院、週末の生活、 
     日本語学習、宗教、母国の家族など） 
 
＊ 本人の描くキャリアパス・キャリアデザインが不明 

＊ 昇給/昇格などのモデル社員の不在 
＊ 多能工化しにくい（就労ビザの関係） 
＊ 業務での成長・やりがいを与え続けられるか 
＊ 会社成長の不透明感と本人の今後の生活  



4. 社内の変化 
               

          刺激を受けて活性化！ 
            育てることで社員が育つ！ 

 
               ★国際的視野の広がり   

                  ★異文化の理解や知識 
                   を期待したが… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

💛わかりやすく教えたい  ➡ 教えるために勉強しよう 
 
💛外国人材の熱心な取り組み➡ 自分も頑張ろう 
 
💛多様性の理解と受け入れ ➡ 違いを認め合おう 
            

  大切な仲間、みんなで育てよう！ 

  



5. 外国人材活用のこれから   

”日本企業で働くことが 
   お互い（企業と外国人材）の幸せにつながる社会へ” 
 
労働力激減の時代がすぐそこに… 
  その時企業はどうするのか 
 
 ① 日本を好きになってもらう 
 ② 光輝化成を好きになってもらう 
 
 
 
「労働力を呼んだら、 
    来たのは人間であったー。」 
        ドイツ映画「おじいちゃんの里帰り」より 


